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ピアサポートよこはまの様子 

協働事業負担金 － がん体験者による、がん患者・家族のためのピアサポート事業 －
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タ
ー
派
遣
事
業
」の
２
つ
の
柱
で
構
成
し
た
。 

 

が
ん
対
策
課
と
と
も
に
、
平
成
22
年
４
月

か
ら
実
施
場
所
の
調
整
に
着
手
し
た
。
事
業

１
は
、
地
域
で
ま
ち
づ
く
り
支
援
を
行
う
コ

ト
ラ
ボ
合
同
会
社
が
同
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
「
か
ど
べ
や
」（
横

浜
市
中
区
石
川
町
）
を
７
月
か
ら
週
２
日
、

10
～
15
時
に
定
期
的
に
使
用
す
る
と
い
う

契
約
の
も
と
、
６
名
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が

シ
フ
ト
を
組
み
、
２
名
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
事
業
２
は
、
県
内
の
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
の
一
つ
で
あ
る
、
相
模
原
市
の
Ｊ
Ａ

神
奈
川
厚
生
連
相
模
原
協
同
病
院
に
て
、
７

月
か
ら
月
に
４
回(

第
１
・
第
３
水
曜
日
の
10

～
16
時
と
、
第
２
・
第
４
土
曜
日
の
９
～
12

時)

、
１
名
の
乳
が
ん
体
験
者
サ
ポ
ー
タ
ー
が

担
当
す
る
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

 

そ
の
後
、
事
業
１
に
つ
い
て
は
、
平
成
25

年
４
月
か
ら
、
よ
り
ア
ク
セ
ス
が
良
く
時
間

的
制
約
を
受
け
な
い
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

横
浜
駅
き
た
西
口
か
ら
徒
歩
６
分
の
ワ
ン
ル

ー
ム
賃
貸
物
件
を
契
約
し
移
転
し
た
。
新
た

な
拠
点
は
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
よ
こ
は
ま
」
と

命
名
し
、
夜
の
時
間
帯
に
つ
い
て
も
相
談
対

応
す
る
こ
と
や
、
相
談
回
数
を
週
２
回
か
ら

３
回
に
増
や
す
等
利
便
性
の
向
上
を
試
み
た
。

 

 

事
業
２
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
に
横
須

賀
共
済
病
院
、
平
成
24
年
に
大
和
市
立
病
院
、

平
成
25
年
に
横
浜
労
災
病
院
と
、
毎
年
新
た

な
病
院
に
事
業
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
と
な
っ
た
。
導
入
時
か
ら
、
基
金
21
助

成
終
了
後
に
は
、
病
院
に
財
源
負
担
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
前
提
に
調
整
を
進
め
て
い

た
た
め
、
平
成
24
年
に
は
、
相
模
原
協
同
病

院
が
事
業
費
の
一
部
を
病
院
の
財
源
か
ら
拠

出
、
平
成
25
年
度
に
は
全
面
的
な
Ｃ
Ｎ
Ｊ
へ

の
業
務
委
託
へ
と
移
行
、
平
成
27
年
７
月
か

ら
は
サ
ポ
ー
タ
ー
を
直
接
雇
用
す
る
契
約
と

な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
平
成
26
年
度
に
は
大

和
市
立
病
院
が
、
平
成
27
年
度
に
は
横
須
賀

共
済
病
院
が
Ｃ
Ｎ
Ｊ
へ
の
業
務
委
託
へ
と
移

行
、
横
浜
労
災
病
院
で
は
サ
ポ
ー
タ
ー
を
直

接
雇
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
基
金
終
了
後
も

各
病
院
の
財
源
で
事
業
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

 

 

協
働
事
業
の
成
果
・
効
果 

 

事
業
１
で
は
、
積
極
的
に
広
報
を
進
め
た

こ
と
で
、
読
売
新
聞
の
取
材
を
受
け
、
平
成

23
年
９
月
の
全
国
紙
面
に
「
相
談
『
仲
間
』

が
待
つ
家
」
と
の
記
事
掲
載
に
繋
が
り
、
相

談
件
数
の
増
加
や
遠
方
か
ら
の
電
話
相
談
が

増
加
し
た
。 

 

そ
の
後
も
地
道
な
広
報
活
動
を
続
け
た
結

果
、
相
談
件
数
が
飛
躍
的
に
伸
び
る
こ
と
は

な
い
も
の
の
、
地
域
の
拠
に
お
け
る
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
活
動
に
お
い
て
は
、
家
族
と
の
関
係

や
就
労
の
こ
と
等
、
が
ん
と
向
き
合
う
上
で

の
生
活
に
密
着
し
た
悩
み
、
再
発
へ
の
不
安

等
が
吐
露
さ
れ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
ら
は
、
病
院

の
医
師
等
に
よ
る
医
療
と
は
違
っ
た
ニ
ー
ズ

が
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

事
業
２
で
は
、
前
述
の
と
お
り
、
４
つ
の

病
院
で
事
業
を
行
っ
た
。
各
病
院
で
は
、
定

期
的
に
関
係
者
と
意
見
交
換
し
、
課
題
解
決

に
向
け
た
討
議
を
行
っ
た
。
病
院
か
ら
Ｃ
Ｎ

Ｊ
へ
の
事
業
委
託
化
の
際
に
は
、
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
を
事
業
と
し
て
進
め
る
上
で
、
Ｃ
Ｎ
Ｊ

の
方
針
を
明
記
し
た
事
業
実
施
要
項
を
作
成

し
、
各
病
院
で
の
実
施
・
管
理
に
つ
い
て
標

準
化
を
図
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
取
り
組
み

始
め
た
協
働
事
業
と
し
て
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

は
徐
々
に
認
知
さ
れ
、
平
成
24
年
に
見
直
さ

れ
た
「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」
に
は
、

各
自
治
体
は
相
談
支
援
の
た
め
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
に
取
り
組
む
よ
う
明
記
さ
れ
た
。
こ
れ
を

機
に
、
Ｃ
Ｎ
Ｊ
に
は
各
地
の
自
治
体
や
拠
点

病
院
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
情
報
提
供

や
研
修
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
成
果
を
発
信

す
べ
く
、
日
本
緩
和
医
療
学
会
や
日
本
が
ん

看
護
学
会
に
て
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る

発
表
も
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か

で
、
平
成
25
年
度
に
は
済
生
会
横
浜
市
南
部

病
院
か
ら
、
平
成
27
年
度
に
は
藤
沢
市
民
病

院
か
ら
も
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
業
務
委
託
を
受

け
る
に
至
っ
た
。 

 
 

こ
れ
ら
の
事
業
成
果
は
、
助
成
期
間
終
了

時
に
報
告
書
を
作
成
し
、
全
国
の
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
と
都
道
府
県
が
ん
対
策
担
当

課
に
送
付
し
た
。
本
事
業
に
取
り
組
む
う
え

で
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
普
及
さ
せ
て
い
く
と

の
当
初
の
目
標
は
達
成
で
き
た
と
考
え
る
。 

 

見
え
て
き
た
新
た
な
課
題 

 

本
事
業
に
５
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、

事
業
１
に
つ
い
て
は
ニ
ー
ズ
は
実
感
し
た
も

の
の
、
助
成
終
了
後
に
財
源
を
確
保
す
る
目

処
が
立
た
ず
、
専
用
賃
貸
物
件
の
維
持
が
困

難
と
な
っ
た
た
め
、
助
成
終
了
と
同
時
に
物

件
を
解
約
。
新
た
に
、
神
奈
川
県
社
会
福
祉

協
議
会(

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
に
所
在)

が
提
供
す
る
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
相
談
室
と
、
横

浜
市
が
提
供
す
る
市
民
活
動
共
同
オ
フ
ィ
ス

を
活
用
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
は
有
志
メ
ン
バ
ー

が
無
償
で
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
ら
は
、
助
成
終
了
を
機
に
、
今

後
の
持
続
可
能
な
体
制
作
り
の
た
め
、
グ
ル

ー
プ
と
し
て
自
立
す
る
方
向
で
、
独
自
に
助

成
金
申
請
等
の
努
力
を
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｎ
Ｊ

と
し
て
も
、
こ
の
動
き
を
後
方
支
援
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。 

 

事
業
２
に
つ
い
て
は
助
成
終
了
後
、
そ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
た
す
べ
て
の
病
院
に
お
い

て
病
院
財
源
で
事
業
が
継
続
さ
れ
る
運
び
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
未
だ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を

導
入
し
て
い
な
い
病
院
の
障
壁
と
な
っ
て
い

協働事業負担金 － がん体験者による、がん患者・家族のためのピアサポート事業 －
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[事 業 名] がん体験者による、がん患者・家族のためのピアサポート事業 
[実施主体] 団体名：特定非営利活動法人キャンサーネットジャパン  

設  立：平成 13年 8月(活動開始年：平成 3年) 
     代表者：岩瀬 哲   担当者：川上  祥子   会員数：123人（平成 27年 7月時点） 

住  所：〒113-0034 東京都文京区湯島 1-10-2 御茶ノ水 K＆Kビル 2階 
     E-mail：info@cancernet.jp    HP：http://www.cancernet.jp 

[協働の相手方] 保健福祉局がん対策課 
[実施年度] 平成 22年度～26年度 
[総事業費] 20,312,995円（5年間） うち負担金交付額：15,233,000円 
[事業内容] がん体験者による正しい医療情報の提供を通して、がんと向き合う患者及びその家族らの相談支 

援の充実や療養生活の質の向上を図るとともに、副次目的として医療従事者の負担軽減を図る。 
[実施実績] 
■【事業１ 電話（来所）相談事業】 相談件数の実績推移 

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 

実施体制 月・金 月・金 月・金 月・金/水夜 月・水・金

実施回数 7/9〜 64回 96回 91回 53回/50回 144回 

面談件数 13件 46件 76件 21件 31件 

電話件数 39件 127件 133件 186件 139件 

  
■【事業 2 病院へのピアサポーター派遣事業】 各病院の実施状況と相談実績             (件) 

病 院 実施場所 人員 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

相模原協同病院 
オープンスペースにブース 
設置、状況に応じて個室対応

2名 96 195 247 167 223

横須賀共済病院 
外来受付横にパーティション
設置、状況に応じて個室対応

1名
H23年

10月〜
73 148 135 140

大和市立病院 相談支援室内 1名 H24年 9月～ 29 62 59

横浜労災病院 専用の個室内 1名 H25年 8月～ 39 43
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青少年による映像撮影風景 

協働事業負担金 － 映像・メディアコンテンツ制作による青少年育成支援事業 － 

4



 

13

150

CM

 

協
働
事
業
の
成
果
・
効
果 
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150

87

協
働
を
振
り
返

て 

[事 業 名] 映像・メディアコンテンツ制作による青少年育成支援事業 
[実施主体] 団体名：特定非営利活動法人湘南市民メディアネットワーク  設 立：平成 19年 5月 

代表者：森 康祐  担当者：中野 晃太  会員数：14人(平成 27年 9月時点) 
住  所：〒251−0052 神奈川県藤沢市藤沢 93  新堀ライブ館２階 
E-mail：info@scmn.info    HP：http://scmn.info 

[協働の相手方] 県民局神奈川県立青少年センター 
[実施年度] 平成 22年度～平成 26年度 
[総事業費] 22,964,784円(5年間) うち負担金交付額：20,127,050円 
[事業内容] 県内のひきこもり等青少年支援団体と連携し、不登校・引きこもりの青少年を対象とし、映像 

制作ワークショップを行うことにより、青少年の社会参加への支援プログラム及び就労支援プロ
グラムの構築を目指す。 

[実施実績](平成 26年度実施分) 
   ■社会参加と自立支援等のためのワークショップ開催事業 ７団体・131名参加(計 18日間) 
   ■神奈川社会参加映像フォーラムの開催事業 ・社会参加映像フォーラム：87名参加  

・各青少年支援団体での上映会：計６回開催、213名参加 

神奈川県社会参加映像フォーラムの様子 

協働事業負担金 － 映像・メディアコンテンツ制作による青少年育成支援事業 － 
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プログラムによるみかん狩りの様子 

協働事業負担金 － 地域資源「ひと・もの・こと」を活用し、持続可能な社会づくりを目指す、湘南「みかんの木パートナーシップ」プログラム － 
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協働事業負担金 － 地域資源「ひと・もの・こと」を活用し、持続可能な社会づくりを目指す、湘南「みかんの木パートナーシップ」プログラム － 
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[事 業 名]  地域資源「ひと・もの・こと」を活用し、持続可能な社会づくりを目指す、 
湘南「みかんの木パートナーシップ」プログラム 

[実施主体]  団体名：特定非営利活動法人湘南スタイル      設立：平成 17年 6月 
     代表者：藁品 孝久  担当者：久保田 邦邇/藁品 孝久  会員数：39人（平成 27年 3月） 
     住 所：〒253-0044 茅ケ崎市新栄町 13-48ワラシナビル 5Ｆ 
     E-mail：npo.shonan.style@gmail.com    HP：http://www.shonan-style.jp 

[協働の相手方] 環境農政局かながわ農林水産ブランド戦略課（現産業労働局観光企画課）、 
環境農政局農業技術センター 

[実施年度] 平成 23年度～26年度 
[総事業費]  43,633,883円（4年間） うち負担金交付額：24,300,000円 
[事業内容] 湘南地域のみかん農家の衰退という課題を解決するため、みかんの木のパートナーとなる市民を募集

して、ドレッシングやジャムなどの商品として還元するしくみを進め、パートナーシップによる持続
可能な社会づくりを目指す。 

[実施実績] 

みかんの木パートナーシップ 23年 24年 25年 26年 合計 

プログラム販売口数  (口) 158 105 100 119 482 

みかん狩り参加人数  (名) 630 580 620 800 2,630 

みかん販売      (kg) 6,600 5,800 5,500 6,405 24,305 

青摘みみかんフレッシュ(個) 1,600 1,200 1,200 1,300 5,300 

青摘みみかんポン酢  (個) 1,300 700 1,000 950 3,950 

みかんマーマレード  (個) 1,600 1,200 1,250 1,300 5,350 

みかんまるごとアイス (個) 1,057 340 120 1,517 

みかんシャーッベット (個) 918 500 650 2,068 

みかんアンパン 008 )個(    1,100 1,900 

みかん狩り参加者集合写真 

協働事業負担金 － 地域資源「ひと・もの・こと」を活用し、持続可能な社会づくりを目指す、湘南「みかんの木パートナーシップ」プログラム － 
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スコラの学習教室 

ボランタリー活動補助金 － 発達障がいに端を発する学習困難生徒への学習支援と、その教授法・教材・教具の研究・開発・実践 －

10



見
え
て
き
た
新
た
な
課
題

 

 

 

お
わ
り
に 

[事 業 名] 発達障がいに端を発する学習困難生徒への学習支援と、その教授法・教材・教具の研究・開発・実践 

[実施主体] 団体名：学習サポート・スコラ       設 立：平成 23年 4月 
      代表者：沢木 邦子   担当者：池田 宏子   会員数：11人（平成 27年 8月時点） 

住  所：〒238－0017 神奈川県横須賀市上町 1－44－14 
E-mail： schola-support@blue.plala.or.jp 

HP： http://www.geocities.jp/yonmarukai40/index.html 
Facebook：https://www.facebook.com/schola.blue 

[実施年度] 平成 24年度～26年度 
[総事業費] 13,896,606円（3年間） うち補助金交付額：6,000,000円 
[事業内容] 発達障がいをもつ生徒一人ひとりの特性に合った学習を提供し、その教授法や教材を研究・開発す

る。適切な学習支援を受けた生徒が、自己肯定感・自信を持ち、進路や進学に臨み、自立した将来
を構築できるよう、他の関係機関とも連携しながら支援する。 

[実施実績](いずれものべ数)・事業記録収集データ 1,545件  ・個別面談 547回  ・オリジナル教材 
の作成 (英語)500枚 (数学)350枚 (指導マニュアル)10枚 ・セミナー等への参加 25回 
・専門家による研修 17回  ・連携団体数 19団体  

教室内部の様子 

ボランタリー活動補助金 － 発達障がいに端を発する学習困難生徒への学習支援と、その教授法・教材・教具の研究・開発・実践 －
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を
目
指
し
た
。
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
は
響
室
の

参
加
者
に
配
布
。
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
前
期
36

組
、
後
期
46
組
の
登
録
が
あ
っ
た
。
補
助
金

終
了
後
の
平
成
27
年
度
（
４
年
目
）
も
、
引

き
続
き
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
や
パ
ス
ポ
ー
ト

制
度
を
運
用
し
て
お
り
、
今
後
も
、
継
続
し

て
い
く
。 

 補
助
金
事
業
の
成
果
・
効
果 

 

「
お
か
あ
さ
ん
響
室
」
で
は
、
お
か
あ
さ

ん
が
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
少
し
離
れ
て
、
わ
ら
べ

歌
を
歌
っ
た
り
、
工
作
を
し
た
り
す
る
が
、

そ
の
際
に
、
講
師
か
ら
話
し
か
け
る
と
、
赤

ち
ゃ
ん
の
姿
を
横
目
で
み
つ
つ
、

 

お
母
さ
ん

の
方
か
ら
今
の
子
育
て
状
況
や
悩
み
が
出
て

く
る
。 

そ
ん
な
時
間
が
持
て
る
の
は
、
お
か

あ
さ
ん
響
室
な
ら
で
は
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
補
助
金
事
業
２
年
目
に
な
っ
た

際
、
当
初
、
構
想
し
て
い
た
「
お
か
あ
さ
ん

響
室
」
の
展
開
は
難
航
し
た
。 

・
事
業
イ
メ
ー
ジ
の
ギ
ャ
ッ
プ
（
わ
ら
べ
歌

で
は
な
く
楽
器
を
使
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
） 

・
地
域
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
や
催
し
に

埋
も
れ
て
し
ま
う
（
価
格
が
同
じ
だ
と
内

容
も
同
じ
よ
う
に
思
わ
れ
る
） 

・
広
報
チ
ャ
ネ
ル
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
（
当
法
人

に
は
Web
検
索
で
生
活
圏
外
へ
外
出
す
る

積
極
的
な
お
客
さ
ん
が
多
い
） 

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
以
上
の
要
因
が
考
え

ら
れ
た
。 

そ
こ
で
３
年
目
は
、
前
述
の
と
お
り
、
フ

ァ
ン
の
可
視
化
を
ね
ら
い
、
そ
れ
に
必
要
な

備
品
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
た
（
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
、
ス
タ
ン
プ
セ
ッ
ト
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ

グ
ッ
ズ
、
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
、
お
誕
生
日

カ
ー
ド
）。 

こ
れ
ら
の
継
続
参
加
を
促
す
仕
組
み
の
効

果
で
、
目
を
引
く
「
お
や
こ
コ
ン
サ
ー
ト
」

ば
か
り
で
な
く
、「
お
や
こ
響
室
」「
お
か
あ

さ
ん
響
室
」
へ
の
参
加
が
増
え
た
。 

毎
月
開
催
さ
れ
る
響
室
に
気
軽
に
参
加
で

き
る
た
め
、
担
い
手
と
の
会
話
の
機
会
が
増

え
、
お
か
あ
さ
ん
が
孤
立
し
な
い
子
育
て
の

実
現
等
、
継
続
的
な
子
育
て
支
援
の
効
果
が

徐
々
に
表
れ
て
き
た
。 

 

見
え
て
き
た
新
た
な
課
題 

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り 

 

パ
ス
ポ
ー
ト
会
員
限
定
企
画
を
年
４
回
に

増
や
し
、
お
気
に
入
り
の
絵
本
の
ブ
ッ
ク

シ
ェ
ア
な
ど
、
会
話
や
交
流
を
促
す
内
容

に
す
る
。 

■
お
か
あ
さ
ん
響
室
の
集
客 

地
域
の
助
産
院
と
提
携
し
つ
つ
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
、
開
催
形
態
な
ど
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
開
催
す
る
計
画
と
し
た
。 

 

■
対
象
の
拡
大 

マ
タ
ニ
テ
ィ
へ
の
波
及
や
、
マ
マ
だ
け
で

な
く
パ
パ
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
企
画
を
開

催
す
る
。(

「
赤
ち
ゃ
ん
と
聴
く
コ
ン
サ
ー
ト

～
プ
レ
パ
パ
プ
レ
マ
マ
の
た
め
に
～
」（
平
成

27
年
度
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
公
募
型

男
女
共
同
参
画
事
業
と
し
て
採
択
。）) 

 

お
わ
り
に 

音
楽
を
使
っ
た
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ザ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
の
活
動
は
、「
お
か
あ
さ
ん
の
気
持
ち

を
楽
に
す
る
」「
お
か
あ
さ
ん
の
感
受
性
が
高

ま
る
」「
お
や
こ
の
心
が
響
き
合
う
」
…
と
い

う
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ザ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
自
体
が
、

子
育
て
中
の
音
楽
家
と
保
育
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
な
っ
て
お
り
、
お
か
あ
さ
ん
の
居
場

所
、
社
会
貢
献
の
場
で
あ
り
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
子
育
て
環

境
で
あ
る
こ
と
は
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
に
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
、
受
け
手

の
お
か
あ
さ
ん
の
間
に
も
広
げ
て
い
き
た
い

…
と
、
こ
れ
か
ら
も
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い

き
ま
す
。 

  

[事 業 名] 音楽と子育てする幸せ♪事業 
[実施主体] 団体名：特定非営利活動法人ハッピーマザーミュージック  設立：平成24年1月 
      代表者：鈴木 美美子  担当者：大河内 恵津子           会員数：31人（平成27年7月時点） 

E-mail：info@happymothermusic.net    HP: http://happymothermusic.net 
[実施年度] 平成24年度～26年度 
[総事業費] 12,844,179円（3年間） うち補助金交付額：3,672,000円 
[事業内容] お母さんの心をほぐすことで親子のコミュニケーションをよくし、結果的に子どもの健やかな成長 

を促す。乳幼児とお母さんが生の音楽を聴けるコンサートを定期的に開催し、お母さんのリラック 
スとリフレッシュの場をつくると同時に、場に集う親子同士の交流を図る。 

[実施実績] (実施回数(観客者数)) 
・おやこコンサート Ｈ24：14回(2,312人)  Ｈ25：主催12回(1,999人) 共催5回(812人) 
          Ｈ26：14回(2,597人) 
・おやこ響室    Ｈ24：16回( 203人)  Ｈ25：14回( 562人) Ｈ26：52回(1,313人) 

・おかあさん響室   Ｈ24： 6回(18人)   Ｈ25：自主 9回(78人)、出張19回(198人)  Ｈ26：11回(97人)

ボランタリー活動補助金 － 音楽と子育てする幸せ♪事業 － 
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